プラセンタ注射についての注意

本来、肝機能障害、更年期症状のある方に保険診療として提供されるものです。

一方、美容、疲労回復、等、様々な効果が、広く報告されています（インターネット、雑誌等、お調べください　例http://kimeyaka-blog.com/placenta-injection-effect-1952）。効果は、男性、女性問いません。ただし、効果は客観的に認められているものでなく、本人の主観として感じられるものです。
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　注射間隔の目安は、「最初の１か月は週２回、その後は週１回で継続」ですが、効果や体調をご自身で感じながら、ご自身で投与間隔をきめてください。中断、再開は自由です。

　注射部位は、肩、殿部、上腕の３か所のいずれかをその都度、お選びください（皮下注）。１回２ｍｌ（１アンプル）。看護師が注射します。
　商品名　メルスモン　（http://www.melsmon.co.jp/medicine/01melsmon.html）

　料金は、診察のある初回（今回）は、保険診療ですが、毎回の注射の際は自費診療で、
　　1回　￥2000　（税込み）　

（注意点）プラセンタ注射はヒトの胎盤を原料としています。ですから感染症などが理論的に心配になります（過去40年間、国内、海外、１例もそのような報告はありませんが）
　注射剤からの感染症を防ぐ対策として以下のことが実施されています。
· 健康な妊婦からの得られる胎盤のみ選別する（妊娠中のエイズ検査、肝炎検査などで陰性であるもの）
· プラセンタ製造時のウイルス不活化、注射剤製造時の滅菌
医薬品メーカーでは万全を期して製造を行っていますが、ヒト胎盤を原料としていることに由来する感染の可能性を完全に否定することはできないとしています。変異型クロイツフェルト・ヤコブ病（vCJD）等への伝播は今まで報告はありませんが、理論上の可能性を否定できないとし平成18年よりプラセンタ注射を受けた方は献血が行えなくなりました。
＊まれに、アレルギー反応、注射部位の硬結、がみられることもあります。
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